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【避難が困難な人の割合】
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出典先：水害ハザードマップ作成の手引き
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避難時には安全な服装・履物で

原則として車での避難はやめましょう 夜間の避難は危険！

近所へも目を向けましょう

　車での避難は事故や渋滞
が発生したり、車ごと浸水
するおそれがあります。特
別な事情がない限り徒歩で
避難しましょう。

　災害が発生するおそれ
がある時は、隣近所に声
をかけ、協力し合って安
全に避難しましょう。

　長靴は、中に水が入ると歩行が
難しくなるので運動靴を着用しま
しょう。
　強風であおられ転倒する可能性
があるので傘は指さずに雨がっぱ
を着用しましょう。

　夜間の避難は周りの状
況が確認しにくく、非常
に危険です。暗くなる前
に避難しましょう。

避難の心得

氾濫による水は汚水が混ざってい
るので、むやみにさわらないよう
にしましょう。

狭い道、川沿いは避け、できるだ
け広い道を歩きましょう。

長靴はぬげる危険があります。 人が歩ける深さの目安
は0.5ｍくらいです。

マンホールに気づかず吸い込まれ
てしまう場合があり、危険です。

車は約30㎝の浸水深で走行困難
になります。

やむなく浸水の中を歩かなければならないときの注意

家庭でできる浸水対策

台風や大雨が予想される場合の浸水対策

避難は浸水する前に！

水害への備え

商店などは外周
りの箱などを片
付ける。

雨戸のないガラス窓
は飛来物の破損から
守る工夫をする。

プロパンガスボンベは
しっかり固定する。

雨どいの掃除をする。

洗濯竿や、ベランダにあ
る小物を全て取り込む。

古い雨戸は、飛ばさ
れないように筋交いを
つけたり、つっかい棒
をあてがったりして、
応急の補強をする。

側溝の掃除をする。

手すりが壊れていれば
修理する。

アンテナや煙突な
どの補強をする。 屋根瓦のずれなど を補修して

飛ばされないようにする。

ごみ収集袋（45リット
ル）を二重にし、中に
半分くらい水を入れ、
水のうを作ります。

水のうは段ボール箱に詰めること
で、強度が増します。

水のうと長めの板などを組み合わ
せて、浸水を防ぎます。

お風呂や洗濯機、トイレ
などの排水口から逆流し
た水があふれる場合があ
ります。水のうで栓をす
ることで防ぐことができ
ます。 プランターをならべ、レジャーシー

トで包み浸水を防ぎます。

ハザードマップで避難所や避難経
路を調べて把握しておく。

浸水してもエンジン部分が浸から
ないようにする。

貴重品や、普段使用する濡れては
いけないものなど建物の2階以上、
高いところへ置く。

浸水深が膝の高さ（0.5m）以上になると大人でも歩行が難しく、避難行動が困難になります。 浸水する
前に早めの避難を心がけましょう。
車での避難は、渋滞や事故、緊急車両の妨げになる可能性があり、また避難の遅延や危険を招くおそ
れがあるので徒歩で避難しましょう。

65 6


